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実感できる現場の変化をめざして
命を守り活き活き活躍できる未来を
『がんばれ 日本！』看護の力を人々のために
2012年が平穏な1年でありますように
保健・医療・福祉の充実したまちづくりを
地域医療の充実をめざして
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　明けましておめでとうございます。
昨年の東日本大震災は被災地のみ
ならず、日本中に衝撃を与えました。
命がけで患者さんを護った被災地
の看護師たちとともに、全国から看
護の支援の輪も大きく広がり、看護
職の存在が大きく評価されました。日
本訪問看護振興財団でも宮城県の
仮設住宅に訪問看護師を派遣して

いますが、疾病予防・介護予防の分野での看護師の役割が大きいことを実感させ
られています。
　こんな国の一大事の中で政権交代後3人目の総理大臣が誕生したのですから
驚きというしかありません。大震災・放射能被害からの復興、沖縄基地問題、TPP問
題など野田内閣の目の前には課題山積です。野田総理には思い切ったリーダーシ
ップを期待しましょう。
　また暮には日本中の注目を集めた大阪府知事選挙・大阪市長選挙は維新の会
が大差で既成政党を打ち負かし、驚くような選択がなされました。大阪の人々が大
きな変革を求めた結果だと思います。日本の歴史の中で大きな役割を担ってきた大
阪が、具体的にどのような発展を遂げていくのか、誰もが関心を持っています。願わ
くば府民・市民の幸せな生活につながるような改革が行なわれ、全国に模範を示し
ていただけたらと願います。
　ともあれ政治情勢が不安定な中でも10年後には団塊の世代が高齢期に入るこ
とが明らかなように高齢化はどんどん進んでいます。超高齢社会にふさわしい医療
保険制度を模索するとすれば、絶対的に数の多い、しかも高度な知識や技術を併
せ持った看護師たちを医療機関内だけでなく在宅も含めて充分活用することこそ
急がれます。そんな政策を実現していくために、日本
看護連盟はこれまで国政の場へ代表を送る活動を
続けてきましたが、引き続き次期参議院選挙にむけ
てもその活動を続ける準備を進めています。是非皆
様と力を合わせて連盟活動を発展させたいと思い
ます。今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

日本看護連盟会長　清水 嘉与子

大阪府看護連盟
「おおさか新年号」によせて
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～実感できる現場の変化をめざして～
衆議院議員　あ べ 俊 子

　
　大阪府看護連盟の皆

様、新年あけましておめで

とうございます。いつも温

かいご支援を賜り、心より

感謝申し上げます。また

大阪府看護連盟の皆様

には、昨秋のあべ俊子後

援会の拡大活動にもご

協力を賜り、本当にありがとうございました。

　昨年は未曾有の大震災という試練の中、大変な

国難の一年となりました。震災の被害も計り知れな

いほど大きいものでしたが、それに伴う原発事故の

影響は様々な不安をもたらし、多くの国民の皆様に

大変なご心労、ご苦労をおかけしていることを心苦

しく感じた一年でもありました。

新しい年を迎えるにあたり、この一年、この国が復興

への道のりを一歩ずつ着実に歩んでいけるよう、国

政の場で精一杯努めてまいる決意をあらたにしてい

ます。

　昨年は国会では、自民党の国会・対策委員会・副委

員長を拝命し、また厚生労働委員会・文部科学委員

会をはじめとした4つの委員会に身を置いて活動い

たしました。所属の委員会だけではなく、農林水産・

財務金融・消費者問題など様々な委員会で質問の

機会をいただけたことから、会期中は地元岡山との

往来も含めて毎週多忙を極めましたが、看護以外の

分野を広く学ぶことで知識だけでなくものの見方

や考え方も広がり、そういった経験が今後看護界の

ために必ず役立っていくものと確信しています。

　これからの復興には、政界全体がまとまらなくて

は進まないことも多々あります。常に国民の皆さん

の暮らしの安定を第一に考える野党として、政治と

政局とを切り分けて国会運営に臨む姿勢を崩さず、

今後も行動していきたいと思います。

　そして看護職の皆さんにも現場が良い方に変わ

ったと少しでも実感していただけるよう、今年も変わ

らず精一杯頑張ってまいります。どうか本年も、皆様

のお声をお聞かせ頂き、ご指導ご鞭捷を賜りますよ

う心よりお願い申し上げます。

～命を守り活き活き活躍できる未来を～
参議院議員　髙階恵美子

　

　大阪府看護連盟の皆

様に、謹んで初春のお慶

びを申し上げます。いつ

も変わらぬ皆様方のご尽

力に対し、改めて衷心よ

り感謝申し上げます。

　昨年を振り返ってみま

すと、東日本大震災をはじめ、豪雨による被害など甚

大な災害に見舞われた年となりました。これらの災

害は、多くの悲しみや苦難をもたらしましたが、一方

で社会とのつながりの重要性やその価値観、命の

大切さを再認識する機会ともなりました。かねてよ

り、看護職は命を守り、社会のつながりの中で人々

に寄り添って参りましたが、今このような時代だから

こそ、頼れる専門職として、看護職に対する信頼や

期待が高まっていることと思います。

　どのように政局が不安定な状況にあろうとも、国

民の生活は安定したものでなければなりません。今

年は、診療報酬・介護報酬の見直し、社会保障と税

の一体改革など社会保障制度に関して大きく動く

年です。社会保障の担い手として、看護職の皆様が

活き活きと活躍していくことができるよう、将来をし

っかりと見据えて活動をしてまいります。これからも

引き続きご指導ご支援を賜わりますようよろしくお

願い申し上げます。

　会員の皆様、ご家族の皆様のご健勝をご祈念申

し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。
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～『がんばれ 日本！』看護の力を
　　　　　　　人々のために～

社団法人　大阪府看護協会　　
会長　豊田百合子　
　皆さま明けましておめで
とうございます。
　2011年は、東日本大
震災や紀伊半島豪雨な
ど辛く悲しい出来事が
続いた一年でした。しか
し、相次ぐ大規模災害
の中で、家族や仲間と

の絆、地域とのつながりの大切さを実感、サッカー
女子W杯で初優勝した「なでしこジャパン」の大
活躍に感動し元気や勇気をいただいた一年でもあ
りました。
　2012年は辰年、「竜」「龍」とも表記されます。
昨年11月に来日されたブータン王国のワンチュク
国王のお言葉の中に出てきた「龍」を忘れることが
できません。福島県相馬市の小学生たちに贈られ
たメッセージです。　
皆さんは龍を見たことがありますか？
私はあります。
龍は一人ひとりの心の中にいます。
皆さんそれぞれの中に龍はいます。
私たちは『人格』という名の『龍』をもって
います。
龍は『経験』を食べて大きくなります。
年をおうごとに龍は大きくなるのです。
だから、私たちは日増しに強くなるのです。
そして、感情をコントロールして生きていくこと
が大切です。
どうか自分の龍を大きく素晴らしく育てて
いってください。　

　魂が揺さぶられ、心が深く動き、しばらくはTVの
前に釘付けになりました。小学生だけでなく日本人
すべてが勇気づけられたことと思います。年頭のご
挨拶にあたり、この感動を皆さまと分かち合いたいと
思います。
　今年も、私たちの心の中にいる『龍』を強く逞しく
育てるために、より良い『経験』を積み上げてまいり
ましょう。
　「がんばれ日本！」看護のカを人々のために。

～2012 年が平穏な1年で
　　　　　　ありますように～

大阪府看護連盟　会長　前川マキコ　
あけましておめでとうござ
います
365日24時間交代制の
激務の日々、会員の皆
様ご苦労様、お揃いで
佳き年をお迎えのことと
お慶び申し上げます

さて、2012年はどんな年になるでしょうか
2011年3月11日が悪夢であってほしかったと、被
災地の皆様の頑張りに胸を痛めつつ、一日も早
い日常生活の日 を々願っています。
　大阪は昨年11月に府知事、市長のダブル選
挙があり応援しつつ
今までと異なるテンポ、気配、動き、街頭を埋め
る人々の表情、投票率と
どこか違和感が、これからの、府議会、市議会
での発言、動きにも敏感に
反応出来ればと、マスコミの報道にも、
これからさらに進むであろう、少子高齢化の時代
に、若い世代に受ける、
言葉が、動きが、看護が果たす役割に何をプラ
スすべきかと自問自答ししつ、今年も皆様のカを
お知恵を頂き歩みたい
どこかすっきりしない胸中、ある雑誌に「コミュニ
ケーションが脳を成長させる」という記事が、そう
なんだと少し納得、今年も大阪弁で楽しく会話し
行動しようと、心も新たに新年のスタートです。
どうぞよろしく
　この年が皆様に健康で佳き年でありますように
辰年の活動目標は
　政策実現力を、
集票力を、人材提
供力をもつ
皆でともに実現め
ざして
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～保健・医療・福祉の
　　　充実したまちづくりを～

東大阪市長　野田義和　
　新年あけましておめで
とうございます。
　大阪府看護連盟の皆
様には、新しい年の幕開
けを健やかにお迎えのこ
とと心からお慶び申し上
げます。
　昨年は、東日本大震災

という未曾有の災害があり、また各地での集中豪
雨でも甚大な被害が発生し、被災された皆様には
心よりお見舞い申し上げます。
　さて、昨年10月の選挙で多くの市民の皆様の信
託を再び受け、市長として2期目に入り、改めて大
きな期待と責任を感じております。市民の皆様の
激励やご意見を真摯に受け止め、マニフェストを着
実に実行し、活力ある東大阪の創造を実現すべく、
地方分権時代の未来を見越したまちづくりを、スピ
ード感をもって進めていく所存でございます。
　大阪府看護連盟におかれましては、看護現場の
問題点を的確に把握し、政策提言等を通じてその
改善に取り組んでおられますことに敬意を表します
とともに、今後とも本市の医療行政にご指導ご鞭捷
を賜りますようお願い申し上げます。
　本市におきましても、第二次総合計画の後期基
本計画において5つの部門別計画を定め、その1っ
として「健康と市民福祉のまちづくり」をめざしてお
ります。
　子どもから高齢者までのすべての市民が、元気
で生きがいのある生活が営まれるよう、保健、医
療、福祉が連携した総合的なサービスの充実に努
めてまいります。また、その部門別計画中に設けら
れた「安心して医療を受けられるまちづくり」
は、貴連盟によるご協力なくしては成り立たないも
のであり、今後ともご支援賜りますようお願いいた
します。
　結びに、貴連盟のますますのご発展と、本年が皆
様にとりまして素晴らしい一年となりますよう心か
らご祈念申し上げます。

～地域医療の充実を
　　　　　　　めざして～

和泉市長　辻　宏康（つじ ひろみち）　
　新年明けましておめで

とうございます。

　皆様におかれまして

は、平成24年の輝かしい

新春をご家族おそろい

で、お健やかにお迎えに

なられていることと、心か

らお慶び申し上げます。

　大阪府看護連盟の皆様には地域医療の充実に

向け、昼夜を問わぬご尽力を賜っておりますこと

に、心から敬意と感謝を申し上げます。

　皆様のご支援をいただき市長に就任させていた

だいてから二年半が経過いたしました。

　就任後すぐ公約の市長公用車や市長退職金を

廃止し、今年度からは和泉再生プラン(独自の行財

政改革）を策定、市政発展に向け足腰の強い行財

政基盤の確立と職員の意識改革を直実に進めて

います。

　特に市立病院改革においては、患者さま本位の

視点に立ち、がんセンターや緩和ケア病棟を開設

し、無料バス運行等も新たに実施いたしました。

　本年は、昨年一部再開した救急医療をさらに充

実させたく思っています。

　また昨年末から市民の方々がボランティア組

織を結成し、病棟案内等をお手伝いくださってい

ます。

　これからも市民の皆様に支持され愛される病院

をめざし、生きるカを育み、命を輝かせる地域医療

の実現に向け尽力してまいります。

　結びに、大阪府看護連盟の限りないご発展と、皆

様にとって本年が実り

多き一年となります

よう心からご祈念申し

上げまして、年頭の挨

拶とさせていただき

ます。
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　大阪府看護連盟は23年度の研修では、管理者に看護連盟を理解してもらうことを目標
とし、日本看護連盟副会長を講師に迎え、同じ内容を3回実施することを計画し、多くの
参加者のもとすでに2回が終了しました。
　「次の世代に伝えたいこと」では、活発に意見交換されており、“看護職の素晴らしさや

看護の楽しさ” “看護の地位向上のために何が必要か”など後輩に伝える熱い想いが伝わるGWでした。最初に
考えていた以上の参加者だったので、GWでは2箇所に分けることになり、進行に不手際があり皆様にご迷惑
をおかけ致しました。参加者からは充実した研修会だったと評価をいただきうれしく思いました。今後とも
ご協力よろしくお願いします。

文責　テーマ「看護の自立」次の世代に伝えたい事、参加者の中から一部ご紹介しました。
大島先生のGWに参加される姿勢や聴かせるトーク、そして笑顔など…すばらしい人でした。今年3月17日
第3回の講演があります。多数参加下さい。
受講者のご意見・感想も多く、看護連盟への要望もアンケートの内容を重視し、期待に答えたいと思います。

広報担当幹事　

教育担当幹事　城戸滝枝

●政治力を身につける必要があること、ネットワークを作るこ
との大切さ
●職能団体として、現場の実態や声を伝えていく必要があり、
そのためには政治に参加していく事が大切である。それが
自分達の労働に反映されること
●看護学校時代より、看護協会・看護連盟の理解をさせていく
●連盟についてしる、政治に参加することで看護職の環境や

労働条件が改善されること。
そして法律を変えていくため
に、投票にいくために、選挙
に連れて行く

●グループワークでは自ら自立を次の世代に伝えることを考
えるとともに、色々な職場、年齢層の意見を伺える機会にな
った
●全国の看護師の中で連盟会員が少ないと思われる。活動内
容をもっと知ってもらう必要があると思う

●大島先生の講
義のDVDがあ
れば、院内の
看護師全員に
熱伝導できそ
うだ

　～看護連盟の意義を知り
看護師の地位向上を目指す～　

市立柏原病院  看護部　井川加代子　
　テーマ「看護の自立」は、エビデンスにもとづいた看護
過程の展開により、医師に対する交渉能力を養うことが
重要です。具体的に「看護の自立」を推進していくには、
日本看護連盟の意義を知ると同時に、看護の歴史を通し
看護連盟の目的・目標に沿って行くことが、私達看護師の
社会的地位の向上を目指すことだと私は考えます。
　看護職の地位や教育体制を築いた先輩方に感謝する
と共に、看護の本質的なやりがいを見失わず、築いた看護
教育システムを最大限に活用し看護に携わること、そして
私達はファシリテーターとなり、そのことを次の世代に伝
えることが私達の役割であると痛感しました。また、「次の
世代に何をどう伝えるか？」についてのグループワークは
活発な意見交換の場となり有意義な時間でした。

～看護連盟の活動を国政に～
医療法人  晴心会  野上病院　前田佳孝　

　今回、初めて看護連盟の講演会に参加し、貴重な体験
をしました。日本看護連盟の副会長大島敏子先生の「次の
世代に何をつたえるか？」をキーワードにした講演・ワー
クショップでは、看護連盟の活動内容を知ることができ、
特に国政での活動が看護師の専門的向上に重要である
ことが分かりました。
　ワークショップでは、他病院の管理者の考え方や悩み
について語り合うことで、
問題解決の方法やスタッ
フに対しての対応策など
学ぶことができました。機
会があれば参加したいと
思います。

管理者研修を
終えて

～後輩に伝える熱い想いをグループワークで～

第1回　平成23年10月29日  参加者数133名
第2回　平成23年11月 5 日  参加者数130名

ご意見・ご感想

「看護の自立」
講演とワークショップに参加して

研修会報告1

看護管理者・教育関係管理者研修（第１回・第２回）
「看護の自立」次の世代に何を伝えるか

「テーマ」：次の世代に伝えたいこと

テーマ
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●医療における現場と自分で解釈していたが、実際は政治に
基づいて現場が声を出して訴えることが医療でも大切で
あるとおもいました。
●知らない情報や情報の見方について、知る機会となりま
した。正直、政治には興味がありませんでしたが、もう少し
詳しくみていこうかとおもった。

●政治に興味があったのですが、TVやインターネット上のみ
の情報でいろいろ疑問におもうことがありました。今回の
先生の話を聞いて、自分の考えや情報にかたよりがあると
おもいました。

ご意見・ご感想

現
場
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い（
大
阪
府
看
護
連
盟
７
月
22
日
実
施
分
）

●たかがい先生の活動を公開することが、投票者、非会員に
対する責任だと思った。
●連盟活動をもっと広げたい。
●グループワークは最初とまどったが、参加するといろいろな
施設の活動を知ることができよかった。
●他の病院の方の意見を聞くことで勉強になった。支部委員
として今後病院で活動していくことの必要性が認識できた。

ご意見・ご感想

研修会報告2

文責　昨年の研修についてはそれぞれの業務の実践や考え方に役立てた事と思います。
講師の方々にも今後の医療の現場の問題を明確にされたテーマでした。
私達も看護の自立に努力を重ねる必要性を感じながら共に“看護の夢”を実現させたいものです。今後の
研修にもぜひ多くの参加を期待します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報担当

看護・教育関係管理者研修
テーマ
「看護職の実態調査」
から見る看護管理者
の人材育成
講師　大阪府看護協会
　　　豊田百合子　会長
参加者数　155名

青年部研修
テーマ
「現場の声を届けるために」
講師　中山泰秀  前衆議院議員
参加者数　53名

府役員・支部役員研修
テーマ
“看護の夢を実現させよう”（基礎研修）
講師　大阪府看護連盟　ワーキンググループ
参加者数　53名

リーダーセミナー
テーマ
リーダーの自主性が“促進できるように”
講師
日本看護連盟
　阿津常任  理事
参加者数　35名

7月22日 9月24日

10月28日 12月3日
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津山市訪問記 ～髙階恵美子参議院議員・
「参議院本会議で代表質問」の概要報告～
　
　平成23年11月2日(水）、髙階参議院議員が参議院本
会議で代表質問を行ったことが、NHKでテレビ放映さ
れ、11月3日(木）には日経新聞や読売新聞等の紙面で
報道されました。当日テレビを見て、髙階議員の流暢で
淀みなく的確に要点を突いていく論法、弁舌に流石我
らが代表と溜飲を下げられた方もあったことでしょう。
　大阪府看護連盟では11月2日以降の管理者研修や
府役員・支部長等の研修時に、画像を流して参加者に
髙階議員の活動状況を直に感じとってもらいました。こ
れを観賞された会員は、私達の推した代表が堂々と、し
かも内容の濃い質問をしている様子を見て安心すると
共に今後もっと看護職が力をつけていくことが必要だ
と実感し、そのことが研修の際のグループワークの発表
内容にも現れていました。
　これらの事は、昨年のことではありますが質問内容
の一部をあげてみます。
　野田首相に対して、東日本大震災の国民の心を思う
と魂のこもった政策をしなければならない時に、野田
総理の行動にはその意志も気概も見られず、被災地へ
は顔見世に行っただけのように感じられたが、もっと
真剣に「命の危機宣言」を出すべきだと述べています。
これは髙階議員ご本人が被災者でもあることから出た
被災地の人々の声を代表したものとも言えるでしょう。
以下質問項目を挙げると、地域内の子育ての拠点とし
ての保育園、保育所機能を強化拡大すること。虐待児の
被害についての対策。人口問題、人口減少を続ける本
国の母子保健対策(低出生体重児の問題、若い母親へ
の支援、産科医療の問題、小児医療の問題）。老人の看
取り機能の充実による穏やかな最後を迎えられる包括
医療の環境整備、社会保障制度は何時ごろできるの
か?…野田総理は明確な政策を示していないと厳しく
指摘されていました。
　12月2日には衆議院厚生労働委員会で、あべ議員が
質問に立ち肝炎被害者の医療費給付などの対策等に
ついて質問し関連質問としてドラッグラグと薬害の問
題を提起。
　被害者救済についての意見も述べられています。
髙階議員は、12月8日参議院東日本震災復興特別委員
会でも質問に立たれています。
　私たち看護者は連盟の活動
を理解してもらい、今後も看護
職の代表が国会において国民
の健康をまもり、看護職の地位
向上に尽力してもらえるように
活動していきたいものです。平
成24年今年もがんばりましょう。

－連盟活動の支援の難しさを体験して－
あべ俊子拡大活動へ参加して　
医療法人  晴心会  野上病院　南　孝美　 

　11月6日(日）から2泊3日で、櫻井幹事長と岡

山県津山市での活動へ参加しました。あべ俊子

事務所で、秘書さんより活動の説明後市街地の

訪問を行いました。活動は、9時から午後5時迄

で該当地区へは車の送迎があり、地図を見なが

らの訪問でした。日曜日は、在宅者が多いかと

思っていましたが、3日間とも留守宅が多い状況

でした。道路か私有地か不明な路地を分け入

り、インターフォンやポストを探したり、空き家も

多く、判断に困る住居も見受けました。在宅者

は高齢の方が多く、インターフォンを鳴らしても

応答がなく留守と思い、チラシを入れて隣宅へ

行こうとした頃にやっと玄関に辿り着く方もいま

した。

　最終日は、市街地の端の地域で、山あり、田

んぼありで美味しい空気を吸いながらの訪問で

した。大きな農家が点在しており1軒ずつ道を探

して、近づく前から犬に吼えられたり、ぐっすり

寝ていて見向きもしない犬がいたりで、ドキドキ

ハラハラな思いもしました。

　あべ議員の活動チラシを持参し、知名度アッ

プの活動でしたが、思うように話ができる方は

少なく、あべ議員の支援者にお会いできた時は

とても嬉しくお話しが弾みました。

　活動する事で、1人の支援者を獲得することの

難しさを体験でき、同じエネルギーを使うので

あれば身近な仲間に支援を訴える事が確実な

道であると痛

感しました。

髙階議員オフィシャルサイトより掲載
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　「今どきの若者は凄い」と小泉進次郎議員は歯切れよく言っていました。それは、東北
震災で多くの人々が犠牲となった中で、身も心も傷つきながらも若者同士が必至になって
復興活動している姿にふれ、逆にエネルギーをもらった…と。
　熊本県の青年部の若者達は、職場の問題がどのように政治と繋がっているのかを、小学生
が見ても分かりやすく寸劇を通して演出されていました。まるで、吉本の新喜劇を見てい
るかの如く、ストーリーの展開には笑いとユーモアと伝えたい本題が上手に融合された内容
に圧巻しました。今回の全国大会に向けて、ひとかたならぬ努力をされてきた熊本青年部の
皆さんの若いエネルギーがひしひしと伝わり、やっぱり若い力って凄いと実感しました。
　大阪の青年部も負けてられません。ベッドサイドの問題をどのようにして政治に届けて
行くかを、若い力を合わせて知恵を絞り、大阪の青年部らしく活動をして行きたいと思い
ますので、皆さんの協力と応援のほど宜しくお願いします。

熊本看護連盟青年部「ポリナビ」参加報告

東淀川支部活動をご紹介します。
熱伝導バ

ッチリ！！

青年部　阪口貴之・末永　研熊本看護連盟青年部「ポリナビ」参加報告
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謹賀新年
　昨年を振り返りますと3.11の東日本大震災で世界が悲惨な声を発して、早10ヶ月が過ぎています。自
然災害・津波の怖さが目に焼きつくと同時に人間の力の限界も痛感しました、震災前の日常生活が一目
の早く戻られますことを願って私たちでできる支援を継続していきたいと思います。
　さて、大阪では知事・市長のダブル選挙がありました、いずれにしても国民が少しでも住みやすく安
心・安寧な社会になるよう期待したいですね。
　辰年“のぼり龍”のごとく天高く勢いよく目標達成に向かい、そのために熱伝導の原理を使って会員を
増やし、組織力を強化し医療の環境が改善されるよう頑張っていきましょう。
　自民党大阪府連優秀支部賞を受賞しました事を報告し、会員の皆様の協力が評価されたと感謝して
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I・T　

Ⅲ　平成24年度通常総会日程について
　1.日本看護連盟通常総会
　　●と　き：平成24年6月15日（金）
　　●ところ：東京プリンスホテル  2階
　2.大阪府看護連盟通常総会
　　●と　き：平成24年6月29日（金）13：30～
　　●ところ：クレオ大阪東ホール
Ⅳ　その他
　　倉田薫氏より大阪府知事
　　選挙後にお礼状が届きま
　　した。

Ⅱ　入会のご案内Ⅰ　これからの研修計画
　1.大阪府看護連盟　新年互礼会
　　－1部－
　　●と　き：平成24年1月21日（土）17：30
　　●ところ：ホテルニューオオタニ大阪 2階  鳳凰の間
　　●テーマ：髙階恵美子参議院議員「国政報告」　
　　－2部－
　　●懇親会（研修終了後）
　2.第2回ポリナビワークショップ（青年部主催）
　　●と　き：平成24年2月4日（土）
　　　　　　　13：30～16：00（13：00～受付）
　　●ところ：ナーシングアート大阪
　3.新人看護師：卒業予定の看護学生研修
　　●と　き：平成24年2月21日（火）14：00～
　　●ところ：ナーシングアート大阪
　　●テーマ：「病む人々を支えるなかで看護師として
　　　　　　　ストレスマネージメントを考えよう」
　　●講　師：府立精神医療センター　高度ケア科部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田哲朗先生
　4.看護管理者・教育関係管理者研修（第3回）
　　●と　き：平成24年3月17日（土）13：30～
　　●ところ：ナーシングアート大阪
　　●テーマ：「看護の自立」“次の世代に何をどう伝えるか？”

お 知 ら せ

編集後記
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